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（役職は開催時）

12回目となる今回の教育フォーラム
は、過去最多の中学生の参加数となり
ました。講師を務める経済同友会の会
員も、皆さんとの対話を大変楽しみに
準備してきました。
「学校と経営者の交流活動推進委員会」

では、約100人の会員が皆さんの学校
にも伺って出張授業を通じて対話をし
ています。第１部の基調講演と質疑応
答、その後の第２部のグループ・ディ
スカッションでは皆さんが中心となっ
て発言をして、学ぶとは、働くとはど

ういうことかを自ら考えていただきた
いと思います。

第12回教育フォーラム
「勉強するのは何のため?  働くってどういうこと? 」

これからの時代に大切にすべきものとは何か？

３月17日開催学校と経営者の交流活動推進委員会主催

「学校と経営者の交流活動推進委員会」は、働くこと、
学ぶことについて考える教育フォーラムを開催した。
第1部は木川眞副代表幹事による基調講演、第２部
はグループ・ディスカッションが行われ、活発な議論が
交わされた。 約130人の生徒を含む総勢175人が参
加した当日の模様をダイジェストでお届けする。

日比谷 武 学校と経営者の交流活動推進委員会 委員長（富士ゼロックス 顧問）

少品種大量生産から
“お客さま目線”の時代へ

私が皆さんくらいの年頃だった
1960年代がどんな時代だったかを整理
してみると、いくつかのキーワードが
浮かびました。
一つ目は「高度経済成長」。日本の経
済成長が圧倒的な勢いで進み、国の経
済力を示す当時の指標で米国に次いで
２位に入りました。二つ目は「大きい
ことはいいことだ」です。大きいとか

強いということが価値観としてアピー
ルされました。三つ目が「少品種大量
生産」。今は多くのメーカーが多種類の
ものを作っていますが、1960年代はも
のをたくさん作れば売れて、利益が出
る時代でした。最後が「同一の価値観」
です。当時もいろいろな考え方を主張
する人はいたのですが、大多数はベク
トルの方向が大体そろっていました。
現代は状況がまったく変わっていま
す。まず、お客さまのニーズや価値観
が多様になっていて、お客さま目線で
製品を作っていかないと、ものが売れ
ない時代に変化しています。
さらにデジタル情報・通信手段の進
化があります。そして、日本の社会構
造の変化として、人口減少と高齢化が
挙げられます。こういう時代の流れに
応じて個人が磨くべきスキルも当然変

わってきますし、企業が求める人材も
変わってきます。

多様な人材が混ざり合う時代に
求められる五つのもの

もう一つの大きな変化が、グローバ
ル化です。高度経済成長の時代から日
本人が海外に出ていくグローバル化は
進んできましたが、今は日本国内のグ
ローバル化が進んでいます。言い換え
ると、ボーダーレス化です。国境や国
籍をあまり意識しなくなった現代の新
たなキーワードが、「混ざり合う」です。
多様な人たちが混ざり合っていく時代
には、身に付けるべきもの、大切にし
てほしいものも変わってきます。私は
以下の五つだと思っています。
一つ目は「世の中を常に好奇心を持っ
て見る目を持つ」こと。好奇心がある
人は、ものを見て、これは面白いなと
いう気持ちや疑問を持ちます。
二つ目は「多様な価値観を受け入れ

基調講演

開会挨拶

これからの時代に求められる人材像

ディスカッションでは積極的な対話を

講師：木川 眞 副代表幹事／人口・労働問題委員会 委員長（ヤマトホールディングス 取締役会長）
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自分の強みを磨くことが大切だ
とおっしゃいましたが、どうやっ

たら自分の強みを見つけられますか。
ほかの人と比べて強いか弱いか
ではなく、「自分はこれが強い」

「これを強みにしたい」と思うかどう
かで、何でも強みにするチャンスがあ
ります。自分の強みが分からないとい
う人でも、好きなものとか、勉強して
興味があるものがあるでしょう。そこ
が入り口になると思います。

「好奇心を持つ」大切さをお話し
くださいましたが、どういうジャ

ンルを見ていけばいいのですか。
ジャンルは特定しない方がいい
のではないでしょうか。世の中

ではいろいろなことが起きていますし、
一人ひとり違うことが良さなので、好

奇心を覚えたところが、自分にとって
強みを持てる領域かもしれないと考え
るといいと思います。

社会の小さな変化に気付くため
には、日頃どういったことを意

識したらいいでしょうか。
ともかく周りを見ることです。
ぼーっとしていたら、何にも見

えません。好奇心を持って世の中を見
る目がある人は、小さな変化に気付き
ます。だから、そんなに難しいことで
はないと思います。

ボーダーレス化による言語の壁
をどう考えていますか。
言葉の壁は日本においては依然
として大きいです。コミュニケー

ションスキルが大切だと話しましたが、
その一つとして語学を意識的に学ぶこ
とも大事です。英語や外国人を怖がら
なくなれば、下手でも話せるようにな
ります。そういう人が増えていけば、

語学は壁ではなくなると思います。
チャレンジをするための決断力
を高めるには、どうしたらいい

ですか。
これは、自分の努力以外にはな
いですね。決断するためには、

やはり考えること。決断力がないとい
う人は、多分あまり深くものを考えて
いないのではないでしょうか。考えた
末に自分なりに結論が出て、そこでや
るかやらないかを決断するので、考え
ることが大切です。

る柔軟性」です。今はいろいろな考え
方があっていいのだと、素直に受け入
れることが必要になっています。
三つ目は「ちょっとした変化を敏感
に感じ取る感性」です。変化に気付く
ことはいろいろなことを考える原点と
なります。周囲の変化、自分の考え方
の変化、あるいは時代の変化をつかむ
感性を磨くことが大事です。
四つ目は「感じた変化を形にするデ
ザイン力」です。どんなにいいことを
考えていても、それを相手に伝えるこ
とができなければ、分かってもらえま
せん。
五つ目は「恐れずチャレンジする意
欲」です。人はできるだけ失敗したく
ないし、恥をかきたくないと思うもの

です。しかし、失敗や恥を
恐れて何もしなかったら、
何も生み出すことができま
せん。ですから、恐れずに
チャレンジすることが大事
です。
この五つは、いまの時代だからこそ
求められる人材像となります。

失敗を恐れずに
挑戦し続けてほしい

この五つ全部に自信があるスーパー
マンは、まずいません。しかし、何か
一つだけでも自信を持とうと日頃から
意識するだけで、その力が研ぎすまさ
れます。これからは、そういった個性
を評価する時代になるでしょう。
皆さんに心掛けてほしいことが三つ
あります。まずは、自分の強みを磨き
続けることです。また、チームプレー
も大事にしてほしい。いろいろな個性
を持つ人が集まって、チームで一緒に
なれば、そのチームの力は強くなりま
す。そして、グローバル化が進む中で
はコミュニケーションがきちんと取れ

る人でないと、どんなにいいことを考
えていても通じません。対話力を身に
付けることも大切です。
最後に私の座右の銘を紹介します。
それは「為さざるの罪」です。失敗を
恐れて何もしないことは、挑戦して失
敗するよりはるかに罪深い、というこ
とです。若いうちは、失敗した数だけ
成長する。やり直しはいくらでもでき
る。何もしないで逃げてはダメだとい
う気持ちをぜひ持ってほしいと思いま
す。
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生徒グループ

第12回教育フォーラム
グループ・ディスカッション

勉強の方向性や将来の目標に
ついて考える貴重な機会に

グループ・ディスカッションでは、
各テーブルで担当の講師と生徒同士が
それぞれ自己紹介し、その後活発な意
見交換が行われた。
「勉強するのは何のため？　働くって

どういうこと？」という大テーマを元
に、各講師がそれぞれテーマを設けた。
その内容は、「自分の未来は自分が決
める」「世界と日本の君たち」「未来を創
造する皆さんへ」「これからの日本社会
と働く意義」「充実した人生のために」
など。難しく思えるテーマについても、
講師たちの分かりやすい説明や巧みな
リードによって、生徒たちは積極的に
自分の意見を発言していた。
なお、生徒たちとは別に、保護者は
１グループ、教員は３グループでディ
スカッションを進行した。
ディスカッションは休憩を挟んで約
２時間で終了した。その後全員が集まっ
ての総括では、各グループの代表者が、
「国際社会で生きていくためには英語で

自分が考えたことを伝える力が大切」「い
ろいろな人の意見を聞くことで自分の
強みが見つかり、それを活かせる仕事
を見つけられると知った」「今の自分と
将来の自分をどうつなぐかを話し合っ
た。そのためには、興味のあることを
とことん追求すること、今の自分に満
足せず磨き続けていくことが重要」「初
めて会った人たちとディスカッション
するという初めての体験を通じて、自
分に自信が持てた」などと、語り合っ
た内容や今回学んだことを発表し、閉
会となった。
この日参加した生徒たちにとって、
第12回教育フォーラムは、今後の勉強
の方向性や将来の目標について考える
貴重な機会になったようだ。

第２部として開催されたグループ・ディスカッションで
は、参加した生徒たちが７〜９人ずつの16グループ
に分かれて、各グループが講師を務める「学校と経
営者の交流活動推進委員会」の委員を囲みさまざま
なテーマについて積極的に語り合った。

中塚 晃章
ジヤトコ
取締役社長兼最高経営責任者

北川 太
テクノプロ・ホールディングス 
執行役員

高橋 秀行
ステート・ストリート信託銀行
取締役会長

海野 忍
NTTコムウェア
取締役相談役

多田 幸雄
双日総合研究所
相談役

木川 眞
ヤマトホールディングス
取締役会長

小林 惠智
ヒューマンサイエンス研究所 
理事長

石渡 明美
花王
執行役員

中野 祥三郎
キッコーマン
取締役常務執行役員

栗原 美津枝
日本政策投資銀行
常勤監査役

参加講師
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生徒グループ 教員グループ

保護者グループ

（役職は開催時）

林 恭子
グロービス
マネジング・ディレクター

島田 俊夫
CAC Holdings
取締役会長

松島 訓弘
電通
顧問

日色 保
ジョンソン・エンド・ジョンソン
取締役社長

森田 均
マニュライフ生命保険
代表執行役

日高 信彦
ガートナー ジャパン
取締役社長

日比谷 武
富士ゼロックス
顧問

林 礼子
メリルリンチ日本証券
取締役副会長

齋藤 勝己
東京個別指導学院
取締役社長

成川 哲夫
日本曹達
取締役

●１年先など、近い未来を見るのでは
なく、10年先という遠い未来を見て、
将来への対策を立てていくのが重要だ
ということを知った。次回も参加し
て、たくさんの経営者の方の話を聞き
たいと思った。
●自分の悩み事に対する対策や対処方
法を知り、参考になりました。興味を
そそるお話がたくさん聞けて、面白
かったです。
●いろいろな人たちと会話し、いつも
は考えないようなことを考え、意見を
言うのは、緊張したけど楽しかった。
あっという間に終わって、その後もあ
と３時間は話し合っていたいと思うほ
ど、胸の高鳴りを感じた。
●基調講演で「自分のできること」を
やっていくことで自分の可能性が広が
るということを聞き、考えの視野が広
がった。「できること」を探すことで将
来が見いだせればいいと思った。
●日本や世界の未来を考える機会をい
ただき、自分に対する興味が湧いた気
がします。また、今まで英語が好き
だったので英語が極められたらいいな
と思っていましたが、英語プラスアル

ファを考えていかなければならないと
実感しました。
●大人から「好きなことを職業にする
のが良い」とよく言われていたが、「好
きなことを職業にする」ではなく、「職
業を好きになる」ことが大事だと知っ
た。目前の仕事をしっかりこなしてい
けば、大きな力になると思う。
●将来に不安を持っていましたが、グ
ループ・ディスカッションで自分と同
じ夢を持っている人たちと話して、少
し自信がつきました。日々、小さなこ
とでも挑戦を続けて、夢を追いかけて
いきたいです。
●自分の中でものの見方を少し変えて
みようと思った。これから社会を担う
若者が今のうちからやっておきたいこ
とや、あるべき姿など、本当にたくさ
んのことを学べた。

●人材育成について、日頃感じていた
ことが自分だけの考えではないことを
知りました。また、どのようなアプ
ローチが有効なのかというヒントが分
かり、参考になりました。
●他校の先生方とお話しして、学校に
よって考え方が異なることを知りまし
た。いろいろな考え方があるのだと、
日頃から意識しなければいけないと感

じました。
●いろいろな人の話を聞いて、教育現
場は遅れているなと感じました。生徒
が将来出ていく社会がどのように変化
していくのか、少しだが理解すること
ができました。

●子どもに「将来の夢は？」と聞いて
も、「ない」「分からない」と答えるのだ
が、その設定の方法を知らないからだ
と感じた。身近なところから一緒に目
標を考えていけたらいいと思う。
●親だから子どもを心配することはあ
るが、親の方が変わらなければならな
いこともあると気付かされた。
●とても学びになりました。子どもた
ちの未知の力を信じて、愛情いっぱい
に見守っていきたいと思います。

生徒グループ

教員グループ

保護者グループ

◆ ◆ ◆ 参加者の感想 ◆ ◆ ◆


